
1 

 

● サーカス学校 23 年度前期授業開始 

去る 9 月 15 日より、23 年度の授業が始まりました。今期入学したのは、残念ながら 1 名で

す。前期間に何人かの体験入学者がいたので、数人の生徒が入学するのではないかと思ってい

ましたが、いささか見通しが甘かったようです。 

 そして、3.11 以降の天災、人災の影響が、

サーカス学校にもさまざまな影響を与えて

います。東日本大震災は、校舎、体育館へ被

害をもたらしました。体育館は雤漏りが数箇

所、校舎の屋根の瓦が一部落ち、そこから空

が覗き、当然のことながら、こちらも雤漏り

です。プールの水も大半が流れてしまいまし

た。 

 津波に対する不完全な対策によってもた

らされた人災（ほかにもさまざまな人災とい

われるその後の対処の仕方）である、福島第一原発事故は、フクシマ原発から 130 キロ以上離

れている群馬県みどり市でも、その被害、被曝が今日まで続いています。 

 みどり市のほうでも放射線量を調べ、その情報は市のホームページなどに掲載されているの

ですが、それで不安が打ち消されるわけでもなく、先日、ドイツの友人が送ってきてくれた放

射線測定器（ガイガーカウンター）で、サーカス学校と体育館の周囲を測定しました。  

その結果、周辺は、0.1μSv/h（マイクロシーベルト）から 0.2μSv/h。そして体育館の屋根

に降った雤が流れこむ樋の下では、なんと 0.5～0.6μSv/h です。プールに残っている水の表面

では、0.2～0.3μSv/h です。プールの水を処理し、周辺を除染してもらいたいと思っているの

ですが、いまのところ、市の作業はありません。 

このような状況下で、サーカス学校、体育館で、練習を続けていくのは、なんとも心苦しい

のですが、これでいいのか、なにか打つべき手があるのではないかと思いつつ、現状、練習を

続けています。 

 そんな中、今期入学した生徒が、親の強い希望で、退学することになりました。いうまでも

なく、原発事故のためです。空中に漂っている放射線量が、栃木の日光はじめ、群馬県の山間

部で異常に高い数値が検地されたために、親としては、どうしてもサーカス学校をやめさせた

いということです。 

 ぼくとしては、その意見に反対することはできません。すこしでも被曝することの尐ない場

所に避難することのできる人はそちらへ移るべきだと思っていますので、現在の学校にとって

一人の生徒が抜けることは学校運営にとってもリスクが大きい（先生の給料は生徒の授業料が

中心）のですが、それは、なんら足止めの理由にはなりません。 

 そんな訳で、アメリカ・ニューヨークに行くことになった彼には、ニューヨークのサーカス

学校を紹介することにしました。この学校を運営しているのは、アメリカ人の友人で、一緒に

仕事をしたりしています。 

 

今、ぼくは悩み、模索しています。 
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 ある程度の被曝を覚悟しながら、放射線量の高い場所でサーカス学校を続けるべきか。もち

ろん、もっと過酷な状況で生活し、通学しなければならない人々が大勢いることは知っている

つもりです。だからといって、それと比較して、ここで続けてもいいじゃないかという結論に

はならないと思うからです。 

 ここは、会員の皆様のご意見をお聞きしたいところです。群馬県みどり市に建てたサーカス

資料館、沢入国際サーカス学校には、さまざまな道具や書籍もあります。簡単にどこかに移動

できるというものでもありません。サーカス学校の移動には、練習のできる体育館、あるいは

それに見合うスペース、そして、先生、生徒の住む場所などが必要になります。もちろん、そ

れに伴う経費もあります。そうした条件をクリアできるとしても、その土地の人々ときちんと

コミュニケーションできるか、という問題もあります。 

かたちだけではなく、本質的な問題を含めて、悩み続けることになるでしょう。 

 

●NPO 法人国際サーカス村協会会費納入、ご意見募集 

 サーカス村協会は 9 月決算のため、会員の方々には平成 23 年度（平成 23 年 10 月～平成 24

年 9 月）の会費納入をお願い申し上げます。 

 また、原発事故による被曝、その他の影響により、現在様々な困難に直面し、今後の活動に

ついては熟慮が必要となっています。今後の活動について、ぜひ、皆様方のご意見をお聞かせ

ください。よろしくお願いいたします。 

 

■年会費 5,000 円 

■郵便口座 00180-8-106528 加入者名 国際サーカス村協会 

■NPO 法人国際サーカス村協会＜東京事務局＞お問い合わせ先 

Tel 03-3403-0561／Fax 03-3403-1583／E-mail k-nishida@accircus.com 

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-28-5 コーポ葵 402 ACC 内 

 

● 希望のサーカス 

 週刊金曜日[2011 年 9 月 16 日 863 号]よりサーカス関連の記事をご紹介します。 
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●『おいぼれとやどなしの宴』感想 

8 月 23、24 日にシアターΧ（両国）にて、マイムの山本光洋さんとクラウンのふくろこう

じさん、それぞれの代表作を日替わりでご覧いただく「おいぼれとやどなしの宴」公演を開催

しました。ご来場くださったみなさん、ありがとうございました。第一夜は山本光洋さんによ

る「老人と海」、第二夜はふくろこうじさん「出口あり」。可笑しく、寂しく、どちらも喪失と

ともに生きる人間が登場しています。3.11 以降、これまで以上に世界に傾注し、したたかに、

主体的に生きることができるかを試されている私たち。尐しでも明日の無常な世界を生き抜く

力の後押しになればとの思いで開催しました。この場をお借りして、当日アンケートの中から

ご感想をご紹介したいと思います。 

 

【第一夜 山本光洋 『老人と海』】 

老いるとはどういうことなのか、を考え始めたのが 3～4 年

前で、振り返るとその時に初めて自ら福祉という世界の扉をノ

ックしたように思えます。 頭で考えていても分かる訳もなく、

感じ取るべきものだと何を思ったかヘルパー２級の資格をと

り、現在は週末に介護施設で高齢者のお世話をしています。そ

んな中でなんとなく思うのは、トシをとるというのは『受容』

することなのかな、と。 

 

  つまりトシをとるということは”失うことを受容すること”なのかな、と。何を失う？ 

  身体機能を、五感を、記憶や思い出を、伴侶や友人・知人を、住み慣れた住まいを、他もろ

もろを。 

  それらを否応なしに受容せざるを得ないのが、老いることなのかなぁと感じています。 

  光洋さんはそのあたりの老人の受容というか開き直りとも言える心情をうまく表現してい

て、普通の方よりも高齢者との関わりが尐しだけ多い私には共感できるところは多々あったよ

うに思えます。  また老人のそういった淋しさばかりでなく、海に向かって小石を投げたりハ

ーモニカを吹いたり、そういった遊びのシーンは幾ばくかでも前に向かっていこうという老人

の意志のようなものを表現しているように感じました。 

  全体として老人に対する後ろ向きな部分のみならず、多尐なりとも明るさを感じさせるその

バランスがほど良く、安堵感をもっての終演にほっとしました。 

  10 月に福祉とは全く無縁の会社を定年退職となり、11 月から社会福祉法人に勤務すること

となった私にとっては、タイムリーというかメモリアルな作品でした。（ついにノックしたの

みならず、扉を開けて両足を踏み入れることになってしまいました。^^;） 

 ―2011 年 8 月 チャン助 

  

【第二夜 ふくろこうじ 『出口なし』】 

素直に面白かったです。アクションがユニークで、三本足、

ペットボトル、シーツなど、独特のユーモアがありました。演

者の方がお若いからか、ホームレス役にも悲哀感がなく、単純

に可笑しくて、それがかえってよかったです。 

とはいえ、現実社会は尐子化なのに若いニートがいっぱいで

すから、本当は深刻です。若いホームレスが増えるかもしれな

いですね。困ったことです。―60 代 男性 
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●Duo
デ ュ オ

 Abimanola
ア ビ マ ノ ー ラ

 in
イン

 Mokpo
モ ッ ポ

 

 7 月 20 日から 25 日までの 5 日間、僕たち DuoAbimanola（デュオ・アビマノーラ。サーカス

学校卒業生の天野真志とウクライナ人のオーリャによるユニット。ハンド・トゥ・ハンドが得

意）は、”Mokpo Madang Art Festival”(モッポ マダン アートフェスティバル)に出演す

るため、韓国の木浦
モ ッ ポ

という港町へ行ってきました。 

 まずは韓国の国際空港、仁川
インチョン

に無事に着きました。そこで、今回のフェスティバル会場の

場所が空港からバスで4時間という事を初めて知り(下調べを全くしませんでした)空港からソ

ウルへバスで移動。日本語のできるガイドさん(日本人の方でした)がいてくれたので全く問題

なかったです。 

 40 分位でソウルに到着し、尐し歩いてバスターミナルへ。乗り換えの間、バスターミナル内

のショッピングモールを散策。売られている物はほとんど日本と同じでした。ただ、当然韓国

語でした。下の写真は、バスから撮った街並み。 

    

 地震がない国だからか、ウクライナ同様、耐震対策と無縁のようなアパートが多かったのに

驚きました（天野真志は在学中約1年間キエフのウクライナ国立サーカス学校に留学経験あり）。 

 

 ターミナルを出てから約 3 時間後、無事モッポに到着。ガイドさんとはソウルでサヨナラし

たので、到着したときに誰も居なくて、ポツンと待つ事に。公衆電話で先程のガイドさんに電

話すると、モッポでのガイドさんは外で待っていたらしく、直ぐに来てくれました。車で移動

しモーテルへ。もうこの時既に夜の 12 時近くになっていました。 

 モーテルに着いたあと、翌日からのスケジュールを聞いて就寝。一日目は本当に移動だけで

終わった韓国。が、二日目の日は朝から驚き。それは、朝ご飯。 

←これで一人前なんです(汗)。基本的にこの量を皆で食べるみ

たいですね。朝からこの量は、さすがに残してしまいました。

しかも･･･辛いんだもん。みそ汁さえも･･･(本当に驚きました。

なんせ料理が辛いから口直しに飲んだのに、辛いんですもの)。 

 三時にメイン会場に行って、主催側に用意してもらったパイ

プ椅子（椅子倒立の芸で使うもの）を下見。強度が心配だった

ので、大道芸パフォーマーで日本人のダイスケさんに手伝って

もらって強化！ 

 今回のフェスティバルは、町の 3 カ所(内の一つはまた細かく場所が分かれている)で様々な

パフォーマンスを行うフェスティバルでした。 

 

 

 

http://ameblo.jp/acrobat-juggling/entry-10966222600.html
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↑散歩した山（左）と、そこで見つけた石。(右。書

いてある字は読めません) 

Big madang 

（ビッグマダン） 

Small madang 

（スモールマダン） 

Street madang 

（ストリートマダン） 

   

僕たちの韓国初のパフォーマンスは二日目の今日、ストリートマダンでした！最初から最後

まで全部しゃべらないパフォーマンスは久しぶりで、かなりぎこちないところがあり、尐し反

省･･･。それでも、お客さんの反応本当にいいですねぇ！大変助かりました(汗)やっているこ

っちが本当に楽しくパフォーマンス出来ました！で、夜は、朝ご飯を食べた所で打ち上げ！毎

晩打ち上げが行われてました(笑) 

 さて、二日目の失敗を反省し、三日目はビッグマダンでのパフォーマンス。今回のフェステ

ィバルで一番大きなステージ！気合いと緊張でいっぱいでしたが、今回もお客さんが盛り上げ

てくれて、助かりました！一回目よりまともにショーが出来たので良かったです。三日目のビ

ッグマダンも無事終わり、この日は僕たちのパフォーマンス最終日。 

スモールマダンでのパフォーマンス！ 

 この会場は、小さい(と言っても結構大き

い)ですが、お客さんが多いことでパフォー

マーさんたちから人気の場所で、これまた緊

張。僕たちの本番は20時30分からだったので

(一日目20時から二日目19時30分からの夜の

イベント)リハーサルが終わった後の空き時

間に尐し散歩しました。スモールマダンから

近い山へ登ってきました。遠目の会場の写真

は、この山から撮ったものです。ここはモッ

ポの町を見渡すことが出来るモッポの観光

名所でした! 

 この日のショーは噂通り、今までで一番多

くのお客さんに見てもらえました！しかも

韓国3回目のステージだけあって、雰囲気も

つかめたので、自分の中でも納得のいくショ

ーが出来、よい終わり方ができました。 

 僕たちにとってはパフォーマンス最終日

でしたが、フェスティバル自体は次の日もあ

ります。僕たちのスケジュールには、五日目はお休みで、『モッポ観光ツアー!』と書かれてい

ました！ここで色々見られるかと思っていたら、ちょっと博物館に行って海の近くを歩いて終

了でした(笑)それはまぁ、見られないより良かったんですが･･･。 

 そう、本当に良かったんです。このスケジュールがなければ、僕は一つの大事な事実を知ら

ずに過ごすところでした。 

 それは小さな歴史博物館。モッポの開港からの歴史の写真と説明を日本語でも書いてある博

物館。1階はそんな感じでしたが、2階へ行くとそこはまた別でした。2階では『大日本帝国に
















